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雑草は、作物とならんで、私たちにもっともかかわりの深い植物であり、人による生育地の撹乱なし

に集団を維持していくことができない。従来、雑草は防除されるべき存在として研究対象になってきた

が、この例会では人の活動と雑草の進化や分布の時間的変遷を話題にして、筆者を含む 3 名が発表した。

まず、筆者が雑草の定義や起源、生物学的な特性を概説したあとに、「麦作の擬態随伴雑草」と題し、

おもにエチオピアにおけるムギ類の擬態随伴雑草ドクムギの多様性とそれを生み出した要因について、

除草や種子選別 などの 1 連の作業体系との関連からムギ類の多様性との並行的な進化を考察した。

次に、中山祐 1 郎氏（大阪府立大学農学部）が「神社仏閣境内の矮小型オオバコ」と題し、神社仏閣

の境内に特異的に生育する矮小型オオバコの成立要因を、通 常みられる普通型オオバコの特性と比較

して境内の維持管理作業とのかかわりから論じた。

最後に、金原正明氏（天理大学附属天理参考館）が、「古代畿内の雑草植生」と題し、平城京遺跡にお

ける花粉分析の結果 を中心に、平城京はイネ科やキク科ヨモギ属の人里植物が多く繁茂した環境であっ

たことが推定されると述べた。

総合討論は、コメンテーターを阪本寧男氏（龍谷大学国際文化学部）、司会を 3 浦励 1 氏（京都大学農学部）

にして進められた。阪本氏は、雑草の起源について「雑草は 1 般 に考えられているような農耕開始前

後に起源したものではなく、人の野生植物の採集生活活動による環境撹乱過程で成立したものと考える

べきであろう」と主張した。雑草の起源や分化と人の活動のかかわりについて参加者とともに活発に議

論されたが、限られた時間内で議論を尽くすことができなかった話題もあった。雑草に関するこのよう

な研究は、人為撹乱にたいする植物の遺伝的な反応を考察するのに重要である。この分野におけるさら

なる調査・研究が望まれる。
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